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(57)【要約】
【課題】液晶表示手段の種別に拘わらず安定化信号受信
時間内に安定化信号を確実に受信し得る遊技機を提供す
る。
【解決手段】液晶表示装置３０は、交換可能に構成され
ると共に、該液晶表示装置３０の種別に応じた安定化信
号受信時間が各液晶表示装置３０に設定される。表示制
御装置４５は、液晶表示装置３０への電力供給を切り換
え可能な電源切換部５０を備える。液晶表示装置３０の
識別情報に応じて画像ＣＰＵ５３が遅延時間を設定する
。電源切換部５０は、表示制御装置４５に電力供給され
てから遅延時間が経過したときに液晶表示装置３０への
電力供給を許容する。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　演出画像を表示する液晶表示手段と、前記液晶表示手段の制御を行う制御手段と、前記
液晶表示手段および制御手段への電力供給を行う電力供給手段とを備えた遊技機において
、
　前記液晶表示手段は、交換可能に構成されると共に、該液晶表示手段の種別に応じた安
定化信号受信時間が各液晶表示手段に設定され、
　前記制御手段は、前記電力供給手段からの該制御手段への電力供給から一定時間経過し
たときに液晶表示手段を安定化させるための安定化信号を出力するよう構成され、
　前記制御手段は、該制御手段に電力供給されてから前記液晶表示手段への電力供給を遅
延時間だけ遅延させて、該液晶表示手段に電力供給されてから前記安定化信号受信時間が
経過する前に該液晶表示手段に前記安定化信号が入力されるよう制御する
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記液晶表示手段への電力供給を切り換え可能な電源切換手段を備え
、該電源切換手段は、前記制御手段に電力供給されてから前記遅延時間が経過したときに
液晶表示手段への電力供給を許容するよう切り換えられる請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記液晶表示手段の種別を識別する識別情報を特定する特定手段と、該特定手段で特定
された識別情報に基づいて前記遅延時間を設定する設定手段とを備える請求項１または２
記載の遊技機。
【請求項４】
　前記液晶表示手段の種別を識別する識別情報を判定する判定手段と、該判定手段で判定
された識別情報に基づいて前記遅延時間を設定する設定手段とを備える請求項１または２
記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、演出画像を表示する液晶表示手段と、液晶表示手段の制御を行う制御手段
と、液晶表示手段および制御手段への電力供給を行う電力供給手段とを備えた遊技機に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、遊技機の代表例の一つであるパチンコ機は、特許文献１に示すように、機内に
セットされる遊技盤の盤面にパチンコ球が打出される遊技領域が画成されている。遊技盤
の後側には、箱状部材が配設され、該箱状部材に、各種図柄を変動表示して図柄変動演出
を行う液晶表示装置(液晶表示手段)が配設される。この液晶表示装置は、パチンコ機の裏
側に配設された制御装置(制御手段)に電気的に接続されており、該制御装置により液晶表
示装置の画像演出が制御されるようになっている。また、遊技盤における液晶表示装置の
下方位置には、該液晶表示装置での図柄変動演出を開始させる契機となる始動入賞装置が
配設されている。そして、前記遊技領域を流下するパチンコ球が、前記始動入賞装置に設
けた始動口に入賞することで、前記制御装置の制御のもと液晶表示装置での図柄変動演出
が開始されるよう構成されている。
【０００３】
　前述した従来のパチンコ機では、例えば、遊技店の営業開始に伴いパチンコ機に電源が
供給されると、前記制御装置および液晶表示装置に同時に電力供給されて起動するよう構
成されている。また、前記制御装置は、電力供給されてから一定時間経過すると、液晶表
示装置に安定化信号を送信するようになっている。この安定化信号は、液晶表示装置を適
正な演出表示を行い得る安定状態にするために必要な信号であって、液晶表示装置への電
力供給後、所定時間(以下、安定化信号受信時間という)内に安定化信号を受信することで
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、液晶表示装置が安定状態に設定されるようになっている。また、安定化信号受信時間と
は、液晶表示装置が確実に安定化するために設定された時間であり、液晶表示装置に電力
供給されてから安定化信号受信時間内に安定化信号を受信すると、液晶表示装置が確実に
安定化されるようになっている。換言すれば、この安定化信号受信時間を過ぎて液晶表示
装置が安定化信号を受信した場合には、液晶画面上にノイズ等が発生して、適正な演出表
示を行い得なくなることがある。なお、この安定化信号受信時間は、各液晶表示装置の仕
様に応じて異なる値に設定される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２３７８２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、前述のように従来のパチンコ機では、制御装置および液晶表示装置への電力
供給を同時に行うため、安定化信号受信時間の短い液晶表示装置を用いた場合、安定化信
号受信時間が経過した後に制御装置が安定化信号を送信することがある。この場合、液晶
表示装置は、安定化信号受信時間内に安定化信号を受信できず、液晶表示装置は、適正な
演出表示を行い得なくなることがあった。
【０００６】
　すなわち、本発明は、従来技術に係る遊技機に内在する前記問題に鑑み、これらを解決
するべく提案されたものであって、液晶表示装置が安定化信号受信時間内に確実に安定化
信号を受信し得るようにした遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決し、所期の目的を達成するため、本発明の請求項１に係る遊技機は、
　演出画像を表示する液晶表示手段(30,65)と、前記液晶表示手段(30,65)の制御を行う制
御手段(45,68)と、前記液晶表示手段(30,65)および制御手段(45,68)への電力供給を行う
電力供給手段(26)とを備えた遊技機において、
　前記液晶表示手段(30,65)は、交換可能に構成されると共に、該液晶表示手段(30,65)の
種別に応じた安定化信号受信時間が各液晶表示手段(30,65)に設定され、
　前記制御手段(45,68)は、前記電力供給手段(26)からの該制御手段(45,68)への電力供給
から一定時間経過したときに液晶表示手段(30,65)を安定化させるための安定化信号を出
力するよう構成され、
　前記制御手段(45,68)は、該制御手段(45,68)に電力供給されてから前記液晶表示手段(3
0,65)への電力供給を遅延時間だけ遅延させて、該液晶表示手段(30,65)に電力供給されて
から前記安定化信号受信時間が経過する前に該液晶表示手段(30,65)に前記安定化信号が
入力されるよう制御することを要旨とする。
　請求項１の発明によれば、制御手段は、液晶表示手段への電力供給を遅延時間だけ遅延
させるようにして、安定化信号受信時間内に液晶表示手段に安定化信号が入力されるよう
制御する。従って、液晶表示手段は、液晶表示手段の種別毎に設定された安定化信号受信
時間内に安定化信号を受けることができ、液晶表示手段で適正な演出表示を行うことが可
能となる。
【０００８】
　請求項２に係る遊技機では、前記制御手段(45,68)は、前記液晶表示手段(30,65)への電
力供給を切り換え可能な電源切換手段(50)を備え、該電源切換手段(50)は、前記制御手段
(45,68)に電力供給されてから前記遅延時間が経過したときに液晶表示手段(30,65)への電
力供給を許容するよう切り換えられることを要旨とする。
　請求項２に係る遊技機では、制御手段が電源切換手段を切り換えることで、液晶表示手
段への電力供給を容易に制御することが可能となる。
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【０００９】
　請求項３に係る遊技機では、前記液晶表示手段(30)の種別を識別する識別情報を特定す
る特定手段(51,64)と、該特定手段(51,64)で特定された識別情報に基づいて前記遅延時間
を設定する設定手段(53)とを備えることを要旨とする。
　請求項３の発明によれば、特定手段で特定された識別情報に基づいて、設定手段が遅延
時間を設定するので、液晶表示手段の種別に応じた適切な遅延時間を設定することができ
る。
【００１０】
　請求項４に係る遊技機では、前記液晶表示手段(65)の種別を識別する識別情報を判定す
る判定手段(70)と、該判定手段(70)で判定された識別情報に基づいて前記遅延時間を設定
する設定手段(53)とを備えることを要旨とする。
　請求項４の発明によれば、判定手段で識別情報を判定するので、液晶表示手段の種別に
応じた適切な遅延時間を設定手段で設定することができる。しかも、判定手段が自動的に
識別情報を判定するので、液晶表示手段を交換した際の作業負担を軽減し得る。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る遊技機によれば、安定化信号受信時間内に液晶表示手段が安定化信号を確
実に受けることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施例１に係るパチンコ機の正面図である。
【図２】実施例１に係るパチンコ機を、中枠から遊技盤および前枠を外した状態で示す正
面図である。
【図３】実施例１に係る中枠を、遊技盤および設置部材を取り付けた状態で示す背面図で
ある。
【図４】実施例１に係る遊技盤を示す正面図である。
【図５】実施例１に係る設置部材を示す背面図である。
【図６】実施例１に係る液晶表示装置を、統括制御装置、表示制御装置およびインバータ
装置を配設した状態で示す背面図である。
【図７】実施例１に係る表示制御装置を、後ケース体を外した状態で示す背面図である。
【図８】実施例１に係る電源基板からパネル基板への電力供給経路を示すブロック図であ
る。
【図９】実施例１に係る表示制御装置および液晶表示装置の制御構成を示すブロック図で
ある。
【図１０】実施例１に係る液晶表示装置の種別および識別情報の対応関係を示す表である
。
【図１１】実施例１に係る識別情報設定部を示す回路図であって、(ａ)は識別情報[０１
１]を特定した状態を示し、(ｂ)は識別情報[１１０]を特定した状態を示す。
【図１２】実施例１に係る液晶表示装置への電力供給のタイミングを示す説明図であって
、識別情報[０１１]の液晶表示装置がセットされた場合を示す。
【図１３】実施例１の液晶表示装置に対する制御構成を示すフローチャートであって、識
別情報[０１１]の液晶表示装置がセットされた場合を示す。
【図１４】実施例１の液晶表示装置に対する制御構成を示すフローチャートであって、識
別情報[１１０]の液晶表示装置がセットされた場合を示す。
【図１５】実施例１に係る液晶表示装置への電力供給のタイミングを示す説明図であって
、識別情報[１１０]の液晶表示装置がセットされた場合を示す。
【図１６】実施例２の識別情報設定部を示すブロック図であって、(ａ)は識別情報[０１
１]が特定された状態を示し、(ｂ)は識別情報[１１０]が特定された状態を示す。
【図１７】実施例３に係る表示制御装置および液晶表示装置の制御構成を示すブロック図
である。
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【図１８】実施例３の液晶表示装置の種別、識別情報および参照番号の対応関係を示す表
である。
【図１９】実施例３に係る識別情報判定部を示すブロック図であって、(ａ)は識別情報[
０１１]を判定した状態を示し、(ｂ)は識別情報[１１０]を判定した状態を示す。
【図２０】実施例３に係る識別情報判定部の判定方法を示すフローチャートであって、参
照番号[４]の液晶表示装置がセットされた場合を示す。
【図２１】実施例３に係る識別情報判定部の判定方法を示すフローチャートであって、参
照番号[７]の液晶表示装置がセットされた場合を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以
下詳細に説明する。なお、実施例では、遊技球としてパチンコ球を用いて遊技を行うパチ
ンコ機を例に挙げて説明する。また、以下の説明において、「前」、「後」、「左」、「
右」とは、図１に示すようにパチンコ機を前側(遊技者側)から見た状態で指称する。但し
、部材を後側から見た状態を示す図面を参照する場合には、当該参照した図面を基準とし
て「右」、「左」を指称する場合がある。
【実施例１】
【００１４】
〔パチンコ機の全体構成について〕
　実施例に係るパチンコ機１０は、図１に示すように、矩形枠状に形成されて遊技店の図
示しない設置枠台に縦向きに設置される固定枠としての矩形枠状の外枠１１の開口前面側
に、後述する遊技盤１２を着脱可能に保持する本体枠としての中枠１３が開閉および着脱
可能に組付けられる。また、前記中枠１３の前面側には、前記遊技盤１２を透視保護する
ガラス板等の透視保護板(図示せず)を備えた装飾枠としての前枠１４が開閉可能に組み付
けられると共に、該前枠１４の下方にパチンコ球を貯留する下球受け皿１５が開閉可能に
組み付けられる。なお、前記前枠１４の下部位置に、パチンコ球を貯留する上球受け皿１
６が一体的に組み付けられており、前枠１４の開閉に合わせて上球受け皿１６も一体的に
開閉するよう構成される。
【００１５】
　前記中枠１３は、図２に示すように、上下左右の縁部をなす枠部材１３ａ,１３ｂ,１３
ｃ,１３ｄにより、全体が前記外枠１１の開口に整合する矩形枠状に形成される。そして
、中枠１３の前後に開口する開口縁部が、前記遊技盤１２を設置する遊技盤保持部１７と
して機能するよう構成されている。下枠部材１３ｂの前側には、遊技状態に合わせて音声
演出を行うスピーカ１８や打球発射装置１９が設置されると共に、遊技者により回動操作
されて打球発射装置１９を作動させる操作ハンドル２０が設けられている。前記上枠部材
１３ａの後側には、図３に示すように、設置枠台等に設けられた外部球供給設備から供給
されるパチンコ球を貯留する球タンク２１が、該上枠部材１３ａの左右幅の略全幅に亘っ
て設けられている。また、下枠部材１３ｂの後側には、前記上下の球受け皿１６,１５に
連通する球供給路および設置枠台に設けた球回収樋に連通する球排出路(何れも図示せず)
が夫々形成されたセット部材２２が配設されている。前記球タンク２１とセット部材２２
とは、各部材２１,２２における左枠部材１３ｃ側の端部間に架設された球通路ユニット
２３を介して連通接続されており、該球通路ユニット２３に配設された球払出装置２４の
駆動により球タンク２１に供給されたパチンコ球を前記上下の球受け皿１６,１５へ給出
するよう構成されている。また、このセット部材２２には、パチンコ機１０全体の電力供
給を行う電源基板２５(図８参照)を備えた電源装置(電力供給手段)２６が配設されると共
に、前記球払出装置２４を駆動制御する払出制御装置２７、前記打球発射装置１９を駆動
制御する発射制御装置２８等が配設されている。前記電源基板２５は、前記パチンコ機１
０全体の動作に必要な電力(実施例１では、３.３Ｖの直流電圧)を生成する役割を果たし
ている。なお、前記払出制御装置２７および発射制御装置２８は、パチンコ機１０の後側
に配設される主制御装置２９に配線接続されており、該主制御装置２９から入力される制
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御信号に基づいて制御対象品を制御するよう構成される。
【００１６】
　図４に示すように、前記遊技盤１２は、アクリルやポリカーボネート等の光透過性の合
成樹脂材やベニア等の木板から前記中枠１３の前記遊技盤保持部１７に整合する略矩形平
板状に形成される。遊技盤１２の後面には、各種図柄を変動表示可能な液晶表示装置(液
晶表示手段)３０が設置された箱状の設置部材３１が組み付けられる。そして、遊技盤１
２に形成された図柄表示開口部１２ａ(図４参照)および設置部材３１に形成された可視表
示部３１ａ(図５参照)を介して前記液晶表示装置３０の表示部６３を遊技盤１２の前面側
から視認し得るよう構成されている。
【００１７】
　図４に示すように、前記遊技盤１２の前面には、内レール３２と外レール３３とが半円
弧状に配設されて、両レール３２,３３によりパチンコ球が流下可能な遊技領域３４が画
成され、前記打球発射装置１９から発射されたパチンコ球が遊技領域３４内に打ち出され
るようになっている。また、前記遊技盤１２の下方位置には、前記遊技領域３４を流下す
るパチンコ球が入賞可能な始動入賞装置３５や特別入賞装置３６が配設されており、該始
動入賞装置３５にパチンコ球が入賞することで、前記液晶表示装置３０において図柄変動
演出が展開され、該図柄変動演出の結果、液晶表示装置３０に所定の図柄組合わせで図柄
が停止表示されると、前記特別入賞装置３６の入賞口が開放して所謂大当りが発生し、多
数の賞球を獲得し得るよう構成されている。
【００１８】
　前記設置部材３１は、前記遊技盤１２に対向する略矩形状の対向面部３７(図５参照)と
、該対向面部３７の周縁部から前方に延出する外周壁部３８とから前方に開放する箱状に
形成され、全体が無色透明の部材で構成されている。図４に示すように、前記設置部材３
１には、遊技状態に合わせて発光演出および可動演出を行う複数の可動演出装置３９,４
０が配設されている。図５に示すように、前記対向面部３７には、前後方向に開放する矩
形状の前記可視表示部３１ａが設けられており、以下の説明において、対向面部３７にお
ける可視表示部３１ａの上側部分を上対向面部３７ａと指称し、可視表示部３１ａの下側
部分を下対向面部３７ｂと指称する。
【００１９】
　図３に示すように、前記下対向面部３７ｂの後面には、前記主制御装置２９が主基板ベ
ース(図示せず)を介して着脱自在に配設される。また、図５に示すように、前記対向面部
３７の後面には、前記可視表示部３１ａを囲繞するように液晶装着部４１が設けられ、該
液晶装着部４１に、前記液晶表示装置３０が着脱交換可能に取り付けられる。液晶表示装
置３０は、各種図柄を表示可能な液晶パネル(図示せず)および駆動回路７４を配設したパ
ネル基板４２(図９参照)がパネルケース体４３(図６参照)に収容されて構成されている。
パネルケース体４３の後面には、図６に示すように、液晶表示装置３０における画像演出
を制御する画像制御基板４４を備えた表示制御装置(制御手段)４５と、該表示制御装置４
５に演出制御信号を出力する統括制御基板４６を備えた統括制御装置４７が左右方向に並
んで着脱自在に配設される。更に、図６におけるパネルケース体４３の左端部には、前記
液晶パネルに印加される交流電流を生成するインバータ基板４８(図９参照)を備えたイン
バータ装置４９が配設されている。
【００２０】
〔液晶表示装置への電力供給について〕
　次に、電源装置２６から液晶表示装置３０への電力供給の流れについて説明する。図８
に示すように、前記電源基板２５は、統括制御基板４６に電気的に接続されており、電源
基板２５で生成した電力が統括制御基板４６に直接供給される。また、統括制御基板４６
は、画像制御基板４４に電気的に接続されており、電源基板２５から出力された電力は、
統括制御基板４６を介して画像制御基板４４に供給される。また、画像制御基板４４は、
該画像制御基板４４に設けられた後述する電源切換部(電源切換手段)５０を介してインバ
ータ基板４８に接続されている。そして、電源基板２５の電力は、電源切換部５０が電力
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の供給を許容したときにインバータ基板４８へ供給される。前記インバータ基板４８は、
前記パネル基板４２の駆動回路７４に電気的に接続されており、インバータ基板４８に電
力が供給されると、直流電流を交流電流に変換して駆動回路７４に供給するよう構成され
る。更に、画像制御基板４４は、前記パネル基板４２に設けた後述する識別情報設定部(
特定手段)５１に直接接続されている。そして、この識別情報設定部５１に対しては、パ
チンコ機１０への電源投入と同時に電力供給されるようになっている。
【００２１】
〔統括制御装置について〕
　図６に示すように、前記統括制御装置４７は、統括基板ケース５２に前記統括制御基板
４６を収容して構成される。統括制御装置４７は、前記主制御装置２９に電気的に接続さ
れており、パチンコ機１０の遊技時において、主制御装置２９からの制御信号が入力され
るようになっている。そして、統括制御装置４７は、前記主制御装置２９から入力された
制御信号に基づいて前記表示制御装置４５に演出制御信号を出力し、該表示制御装置４５
を制御するよう構成される。また、統括制御装置４７は、前記可動演出装置３９,４０に
電気的に接続されており、主制御装置２９から入力された前記制御信号に基づいて、可動
演出装置３９,４０の可動演出を制御するようになっている。
【００２２】
〔液晶表示装置について〕
　図９に示すように、前記液晶表示装置３０は、後述する画像コントローラ５５から入力
される画像信号に基づいて前記駆動回路７４を駆動して、各種演出画像を表示するように
なっている。実施例１のパチンコ機１０では、液晶パネルの駆動方式や性能等(種別)が異
なる液晶表示装置３０が該パチンコ機１０の仕様に応じて適宜選択されて設置されるよう
になっている。実施例１のパチンコ機１０では、８種類の液晶表示装置３０(図１０の種
別Ａ～Ｈ)に対応し得るようになっており、何れか１つの液晶表示装置３０が選択されて
前記設置部材３１の液晶装着部４１に着脱自在に取り付けられる。
【００２３】
　ここで、前記駆動回路７４に電力供給された直後の液晶表示装置３０は、液晶パネルの
表示システムが不安定な状態になることから、液晶表示装置３０を安定化させるための信
号(以下、安定化信号という)が前記表示制御装置４５から前記インバータ装置４９を介し
て駆動回路７４に入力されるよう設定されている(後述)。但し、安定化信号は、液晶表示
装置３０の駆動回路７４に電力供給されてから一定時間(以後、安定化信号受信時間とい
う)以内に液晶表示装置３０に入力される必要がある。すなわち、安定化信号受信時間を
経過した後に液晶表示装置３０の駆動回路７４に安定化信号が入力されても、液晶表示装
置３０の表示システムは安定せず、液晶表示装置３０の画像演出に支障を来すことがある
。また、前記安定化信号受信時間は、液晶表示装置３０の種別により相違しており、実施
例１では、各液晶表示装置３０の安定化信号受信時間は、図１０に示すように設定されて
いる。
【００２４】
　一方、前記表示制御装置４５は、後述するように、電力供給されてから一定時間経過後
に安定化信号を出力するため、表示制御装置４５および液晶表示装置３０の電力供給のタ
イミングを同じにすると、安定化信号受信時間内に安定化信号を液晶表示装置３０が受信
し得なくなる虞がある。そこで、実施例１に係るパチンコ機１０では、液晶表示装置３０
への電力供給のタイミングを液晶表示装置３０の種別に応じて遅延させることで、安定化
信号受信時間内に安定化信号が確実に入力されるよう構成される。
【００２５】
　図９に示すように、液晶表示装置３０のパネル基板４２には、該液晶表示装置３０の識
別情報を電気的に特定して、該識別情報を出力する識別情報設定部５１が設けられている
。識別情報とは、各液晶表示装置３０の種別を識別する識別記号であり、実施例１では、
図１０に示すように、３ビット信号からなる識別情報[０００]～[１１１]が各液晶表示装
置３０に割り当てられている。なお、以下の説明では、図１０に示すように、識別情報[
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０００]の液晶表示装置３０から順に液晶表示装置３０ａ～３０ｈと区別して指称する場
合がある。また、各液晶表示装置３０ａ～３０ｈのパネル基板４２を、夫々、パネル基板
４２ａ～４２ｈと区別して指称する場合がある。
【００２６】
　図１１(ａ),(ｂ)は、識別情報設定部５１の回路図を示したものであって、該識別情報
設定部５１は、所定の電圧差(実施例１では、３.３Ｖ)に設定されたラインＮを複数備え(
実施例１では、第１ラインＮ１,第２ラインＮ２,第３ラインＮ３の３本)、各ラインＮに
は、低位側の抵抗接続部Ｌおよび高位側の抵抗接続部Ｈが夫々直列的に設けられている(
第１～第３ラインＮ１,Ｎ２,Ｎ３に対応して抵抗接続部Ｌ１,Ｈ１,Ｌ２,Ｈ２,Ｌ３,Ｈ３
と指称する場合がある)。また、抵抗接続部Ｌ,Ｈの何れか一方には、抵抗Ｒが取り付けら
れる(第１～第３ラインＮ１,Ｎ２,Ｎ３に対応して第１～第３抵抗Ｒ１,Ｒ２,Ｒ３と指称
する場合がある)。更に、各ラインＮにおける抵抗接続部Ｌ,Ｈの間には、識別線ＲＯＭＩ
Ｄが接続されており(第１～第３ラインＮ１,Ｎ２,Ｎ３に対応して第１～第３識別線ＲＯ
ＭＩＤ１,ＲＯＭＩＤ２,ＲＯＭＩＤ３と指称する場合がある)、各識別線ＲＯＭＩＤは、
前記画像制御基板４４の後述する画像ＣＰＵ５３に電気的に接続される。そして、識別線
ＲＯＭＩＤは、該識別線ＲＯＭＩＤの接点より低位側の抵抗接続部Ｌに抵抗Ｒを取付た状
態[Ｌ(０)]と、識別線ＲＯＭＩＤとの接点より高位側の抵抗接続部Ｈに抵抗Ｒを取付た状
態[Ｈ(１)]とで１ビットの信号を表すものであって、実施例１では、識別情報設定部５１
にラインＮを３本設けることで合計３ビットの識別情報を特定し得るようになっている。
すなわち、識別情報設定部５１は、各ラインＮに対する抵抗Ｒの取り付け位置が液晶表示
装置３０ａ～３０ｈの種別に応じて決定されており、識別情報設定部５１に電力が供給さ
れると、液晶表示装置３０ａ～３０ｈの対応した識別情報を出力するようになっている。
なお、図１０に示すように、第１識別線ＲＯＭＩＤ１は、識別情報の第１桁に対応し、第
２識別線ＲＯＭＩＤ２は、識別情報の第２桁に対応し、第３識別線ＲＯＭＩＤ３は、識別
情報の第３桁に対応している。
【００２７】
　例えば、識別情報[０１１]の液晶表示装置３０ｄにおける識別情報設定部５１では、図
１１(ａ)に示すように、第１～第３抵抗Ｒ１,Ｒ２,Ｒ３は、抵抗接続部Ｈ１、抵抗接続部
Ｈ２および抵抗接続部Ｌ３に夫々取り付けられる。これにより、識別情報設定部５１へ電
力が供給されると、第１識別線ＲＯＭＩＤ１が信号[Ｈ(１)]、第２識別線ＲＯＭＩＤ２が
信号[Ｈ(１)]、第３識別線ＲＯＭＩＤ３が信号[Ｌ(０)]を出力して、全体として識別情報
[０１１]が画像ＣＰＵ５３に出力されるようになっている。また、識別情報[１１０]の液
晶表示装置３０ｇにおける識別情報設定部５１では、図１１(ｂ)に示すように、第１～第
３抵抗Ｒ１,Ｒ２,Ｒ３は、抵抗接続部Ｌ１、抵抗接続部Ｈ２および抵抗接続部Ｈ３に夫々
取り付けられている。これにより、識別情報設定部５１への電力供給時に第１識別線ＲＯ
ＭＩＤ１が信号[Ｌ(０)]、第２識別線ＲＯＭＩＤ２が信号[Ｈ(１)]、第３識別線ＲＯＭＩ
Ｄ３が信号[Ｈ(１)]を出力して、全体として識別情報[１１０]が画像ＣＰＵ５３に出力さ
れる。
【００２８】
〔インバータ装置について〕
　前記インバータ装置４９は、基板収容部５４に前記インバータ基板４８を収容して構成
され、前記液晶表示装置３０の図６における左縁部に沿って上下方向に延在するよう配設
される。図９に示すように、インバータ基板４８には、液晶表示装置３０のパネル基板４
２に電気的に接続された画像コントローラ５５が設けられている。この画像コントローラ
５５は、ＶＤＰ(ビデオ・ディスプレイ・プロセッサ)であって、表示制御装置４５の制御
のもと液晶表示装置３０に画像信号を出力して、該液晶表示装置３０に演出画像を表示さ
せるものである。
【００２９】
〔表示制御装置について〕
　図６,図７に示すように、表示制御装置４５は、前ケース体５６ａおよび後ケース体５
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６ｂからなる表示制御ケース５６の内部に画像制御基板４４が収容されて構成されている
。図９に示すように、画像制御基板４４には、前記統括制御基板４６を介して電源装置２
６に電気的に接続された電源回路５７が形成されている。前記電源回路５７は、前記識別
情報設定部５１に電気的に接続されており、画像制御基板４４への電力供給と略同時に電
源回路５７から識別情報設定部５１に電力が供給されるようになっている。すなわち、識
別情報設定部５１は、液晶表示装置３０の駆動回路７４とは独立して電力供給されて、該
駆動回路７４に電力供給しなくとも識別情報設定部５１が識別情報を出力し得るよう構成
されている。また、画像制御基板４４には、電力供給を切り換える電源切換部５０が形成
されており、電源回路５７が該電源切換部５０を介して前記インバータ基板４８に接続さ
れている。
【００３０】
　図７に示すように、前記画像制御基板４４には、画像ＣＰＵ(設定手段)５３、画像ＲＡ
Ｍ５８および画像制御ＲＯＭ５９が配設されている。また、画像制御基板４４には、画像
データＲＯＭ基板６０が着脱自在に配設されており、該画像データＲＯＭ基板６０に、図
柄やキャラクター等の画像データが記憶された画像データＲＯＭ６１が取り付けられてい
る。前記画像制御ＲＯＭ５９には、前記統括制御基板４６の画像制御信号に対応する画像
制御プログラムが記憶されている。また、図９に示すように、画像制御ＲＯＭ５９には、
液晶表示装置３０への電力供給を遅延させる時間(以下、遅延時間という)が複数記憶され
ている。この遅延時間は、図１０に示すように、液晶表示装置３０の種別毎に異なる値が
設定されており、夫々の遅延時間は、該液晶表示装置３０の識別情報と対応付けられて画
像制御ＲＯＭ５９に記憶されている。
【００３１】
　前記画像ＣＰＵ５３には、前記統括制御装置４７から前記演出制御信号が入力されて、
該演出制御信号に対応する画像制御プログラムを前記画像制御ＲＯＭ５９から読み出すよ
うになっている。画像ＣＰＵ５３は、画像制御ＲＯＭ５９から読み出した画像制御プログ
ラムを前記画像ＲＡＭ５８に記憶させるよう構成される。そして、画像ＣＰＵ５３は、画
像制御ＲＯＭ５９から読み出した画像制御プログラムに基づいて画像コントローラ５５に
指令信号を出力するようになっている。
【００３２】
　更に、画像ＣＰＵ５３は、前記識別情報設定部５１に電力供給されると、該識別情報設
定部５１から前記識別情報が入力され、該識別情報に基づいて、前記画像制御ＲＯＭ５９
から液晶表示装置３０の種別に応じた遅延時間を読み出すようになっている。また、画像
ＣＰＵ５３は、タイマー６２を備えており、画像制御ＲＯＭ５９から読み出した遅延時間
をタイマー６２に設定(遅延時間の設定)するようになっている。タイマー６２は、画像制
御基板４４への電力供給と同時に作動(ＯＮ)するようになっており、タイマー６２が設定
された遅延時間を計時したときに、画像ＣＰＵ５３が前記電源切換部５０に切換信号を出
力するようになっている。更に画像ＣＰＵ５３は、液晶表示装置３０の表示システムを安
定化させる安定化信号を画像コントローラ５５を介して液晶表示装置３０に出力するよう
になっている。ここで、表示制御装置４５は、パチンコ機１０に電源投入された後、画像
制御基板４４の立上がり処理や画像コントローラ５５に対する前記画像データＲＯＭ６１
へのアクセスパターンの設定等、初期設定が行われるようになっている。そのため、画像
制御基板４４に電力供給されてから画像ＣＰＵ５３が安定化信号を出力するまでに、所定
時間を要することとなる(以下、初期設定時間という)。すなわち、液晶表示装置３０は、
画像制御基板４４に電力供給されてから初期設定時間経過した後に安定化信号を受けるこ
ととなる。実施例１では、初期設定時間は、約５０ミリ秒[msec]となっている(図１２参
照)。
【００３３】
　前記電源切換部５０は、前記画像制御基板４４上に実装された切換回路であって、前記
電源回路５７およびインバータ基板４８の間に介在して電源回路５７からインバータ基板
４８への電力供給を制御するものである。電源切換部５０は、前記画像制御基板４４に電
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力供給された直後においては、電源回路５７からインバータ基板４８への電力供給を阻止
する状態(以下、阻止状態という)となっている。また、前記画像ＣＰＵ５３から切換信号
が入力されると、電源切換部５０は、電源回路５７からインバータ基板４８への電力供給
を許容する状態(以下、許容状態)に切り換わるようになっている。
【００３４】
　すなわち、液晶表示装置３０への電力供給は、画像制御基板４４の電源回路５７への電
力供給から画像ＣＰＵ５３が切換信号を出力するまでの間(すなわち、遅延時間)だけ遅延
されるようになっている(図１２参照)。換言すれば、画像制御ＲＯＭ５９に記憶される遅
延時間は、各液晶表示装置３０ａ～３０ｈが有する安定化信号受信時間と前記初期設定時
間とを考慮して、各液晶表示装置３０ａ～３０ｈの安定化信号受信時間内に安定化信号が
入力されるように決定される。従って、例えば、識別情報[０１１]の液晶表示装置３０ｄ
については、安定化信号受信時間内が２０ミリ秒であるので、遅延時間を少なくとも３０
ミリ秒より長く設定されて、安定化信号受信時間内に安定化信号が入力されるよう構成さ
れている(実施例１の場合は、遅延時間は３５ミリ秒に設定されている)。但し、液晶表示
装置３０は、駆動回路７４への電力供給後に安定化信号を受ける必要があるため、遅延時
間が初期設定時間(実施例１では、５０ミリ秒)より長く設定されることはない(図１０参
照)。
【００３５】
〔電力供給の制御について〕
　次に、実施例に係るパチンコ機１０の電力供給の制御について説明する。なお、パチン
コ機１０には、図９に示すように、識別情報[０１１]の液晶表示装置３０ｄが設けられて
いるものとする。また、識別情報設定部５１では、図１１(ａ)に示すように、抵抗接続部
Ｈ１、抵抗接続部Ｈ２および抵抗接続部Ｌ３に第１～第３抵抗Ｒ１,Ｒ２,Ｒ３が夫々取り
付けられて、液晶表示装置３０ｄの識別情報[０１１]が予め特定されているものとする。
図１３に示すように、パチンコ機１０に電源投入がされると、統括制御基板４６を介して
画像制御基板４４に電力が供給される(ステップＳ１)。画像制御基板４４に電力供給され
ると、タイマー６２が作動する(ステップＳ２)。また、画像制御基板４４への電力供給に
より、電源回路５７から前記識別情報設定部５１に電力が直接供給される(ステップＳ３)
。このとき、電源切換部５０は阻止状態となっており、電源回路５７を介して液晶表示装
置３０の駆動回路７４に電力供給されることはない。
【００３６】
　識別情報設定部５１に電力供給されると、該識別情報設定部５１は、特定された液晶表
示装置３０ｄの識別情報[０１１]を出力する(ステップＳ４)。すなわち、第１識別線ＲＯ
ＭＩＤ１が信号[Ｈ]、第２識別線ＲＯＭＩＤ２が信号[Ｈ]および第３識別線ＲＯＭＩＤ３
が信号[Ｌ]を出力して、全体として液晶表示装置３０ｄの識別情報[０１１]が出力される
。前記画像ＣＰＵ５３は、識別情報設定部５１が出力した識別情報[０１１]を取得して、
該識別情報[０１１]に対応する遅延時間[０１１](具体的には、３５ミリ秒)を画像制御Ｒ
ＯＭ５９から読み出す(ステップＳ５)。そして、画像ＣＰＵ５３は、画像制御ＲＯＭ５９
から読み出した遅延時間[０１１]をタイマー６２に設定する(ステップＳ６)。
【００３７】
　次に、画像ＣＰＵ５３は、タイマー６２が遅延時間[０１１]を計時した否か判定し(ス
テップＳ７)、タイマー６２が遅延時間[０１１]を計時していない場合は、そのまま待機
する(ステップＳ７のＮｏ)。タイマー６２が遅延時間[０１１]を計時すると(ステップＳ
７のＹｅｓ)、画像ＣＰＵ５３は、電源切換部５０に切換信号を出力する(ステップＳ８)
。電源切換部５０に切換信号が入力されると、電源切換部５０が阻止状態から許容状態に
切り換わり(ステップＳ９)、電源回路５７からインバータ基板４８を介して液晶表示装置
３０ｄの駆動回路７４に電力が供給される(ステップＳ１０)。すなわち、液晶表示装置３
０ｄへの電力供給は、画像制御基板４４に電力供給されてから遅延時間[１１０](３５ミ
リ秒)だけ遅延された後に行われる。
【００３８】
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　次に、画像ＣＰＵ５３は、画像制御基板４４に電力供給されてから初期設定時間(具体
的には、５０ミリ秒)経過後に安定化信号を出力する(ステップＳ１１)。すなわち、図１
２に示すように、液晶表示装置３０ｄは、該液晶表示装置３０ｄに電力供給されてから１
５ミリ秒経過したときに安定化信号が入力されるようになっている。従って、液晶表示装
置３０ｄは、駆動回路７４に電力供給されてから安定化信号受信時間である２０ミリ秒が
経過するまでに安定化信号が入力され(ステップＳ１２)、液晶表示装置３０ｄの表示シス
テムが安定な状態となる。
【００３９】
　なお、パチンコ機１０の遊技時においては、統括制御基板４６から演出制御信号が画像
ＣＰＵ５３に入力される。画像ＣＰＵ５３は、画像制御ＲＯＭ５９から画像制御プログラ
ムを読み出して画像ＲＡＭ５８に記憶させる。そして、画像ＲＡＭ５８に記憶した画像制
御プログラムに基づいて、画像ＣＰＵ５３が画像コントローラ５５を制御する。画像コン
トローラ５５は、画像ＣＰＵ５３の制御のもと前記画像データＲＯＭ６１から画像データ
を読み出して、前記液晶表示装置３０ｄに画像データを出力する。そして、液晶表示装置
３０ｄは、画像コントローラ５５から入力された画像データに基づいて演出画像を表示部
６３に表示させる。このとき、液晶表示装置３０ｄは、安定化信号受信時間内に安定化信
号が入力されて既に安定な状態となっているので、表示部６３にノイズ等が生じることな
く適正な画像演出が行われる。
【００４０】
〔液晶表示装置が交換された場合について〕
　次に、識別情報[１１０]の液晶表示装置３０ｇに交換された場合について説明する。こ
の場合、前記識別情報設定部５１では、図１１(ｂ)に示すように、抵抗接続部Ｌ１、抵抗
接続部Ｈ２および抵抗接続部Ｈ３に、第１～第３抵抗Ｒ１,Ｒ２,Ｒ３が夫々取り付けられ
て、液晶表示装置３０ｇの識別情報[１１０]が予め特定されている。図１４に示すように
、パチンコ機１０への電源投入がされると、統括制御基板４６を介して画像制御基板４４
に電力が供給され(ステップＳ１３)、画像ＣＰＵ５３はタイマー６２を作動する(ステッ
プＳ１４)。また、画像制御基板４４への電力供給により、電源回路５７から前記識別情
報設定部５１に電力が直接供給され(ステップＳ１５)、識別情報設定部５１は、液晶表示
装置３０ｇの識別情報[１１０]を出力する(ステップＳ１６)。前記画像ＣＰＵ５３は、識
別情報[１１０]に対応する遅延時間[１１０](具体的には、２０ミリ秒)を画像制御ＲＯＭ
５９から読み出して(ステップＳ１７)、該遅延時間[１１０]をタイマー６２に設定する(
ステップＳ１８)。
【００４１】
　次に、画像ＣＰＵ５３は、タイマー６２が遅延時間[１１０]を計時したか否か判定し(
ステップＳ１９)、タイマー６２が遅延時間[１１０]を計時するまで待機する(ステップＳ
１９のＮｏ)。そして、タイマー６２が遅延時間[１１０]を計時すると(ステップＳ１９の
Ｙｅｓ)、画像ＣＰＵ５３は、電源切換部５０に切換信号を出力し(ステップＳ２０)、電
源切換部５０を許容状態に切り換える(ステップＳ２１)。これにより、画像制御基板４４
に電力供給されてから遅延時間[１１０](２０ミリ秒)だけ遅延された後に、液晶表示装置
３０ｇの駆動回路７４に電力が供給される(ステップＳ２２)。
【００４２】
　次に、画像ＣＰＵ５３は、初期設定時間(具体的には、画像制御基板４４に電力供給さ
れてから５０ミリ秒)経過後に安定化信号を出力する(ステップＳ２３)。すなわち、図１
５に示すように、液晶表示装置３０ｇは、前記駆動回路７４に電力供給されてから３０ミ
リ秒経過したときに安定化信号が入力されるようになっている。従って、液晶表示装置３
０ｇは、電力供給されてから安定化信号受信時間(３５ミリ秒)内に安定化信号を受信する
から、液晶表示装置３０ｇの表示システムは、安定化信号により安定な状態となる(ステ
ップＳ２４)。
【００４３】
　以上に説明したように、実施例１に係るパチンコ機１０では、液晶表示装置３０への電
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力供給を該液晶表示装置３０の種別に応じた遅延時間だけ遅延させるようにしたので、液
晶表示装置３０は、確実に安定化信号受信時間内に安定化信号を受信することができる。
従って、液晶表示装置３０の表示システムを確実に安定な状態にすることができ、該液晶
表示装置３０での適正な画像演出を行い得る。しかも、実施例１のパチンコ機１０では、
識別情報設定部５１で特定した識別情報に基づいて遅延時間が設定されるので、液晶表示
装置３０の種別に対応した適切な遅延時間を設定することが可能となる。また、液晶表示
装置３０への電力供給は、画像ＣＰＵ５３が電源切換部５０を制御することで容易に切り
換えることができる。
【実施例２】
【００４４】
　次に、実施例２に係るパチンコ機について、以下説明を行う。なお、実施例２では、実
施例１と相違する部分のみ説明することとし、実施例１と共通する部分については、同じ
符号を付して説明を省略する。図１６(ａ),(ｂ)に示すように、実施例２の液晶表示装置
３０のパネル基板４２には、該液晶表示装置３０の識別情報を特定する切り換え式の識別
情報切換部(特定手段)６４が設けられている。この識別情報切換部６４は、いわゆるディ
ップスイッチであって、第１～第３識別線ＲＯＭＩＤ１,ＲＯＭＩＤ２,ＲＯＭＩＤ３に対
応する第１～第３スライドスイッチＳＷ１,ＳＷ２,ＳＷ３を[Ｌ]または[Ｈ]に切り換える
ことで、各識別線ＲＯＭＩＤ１,ＲＯＭＩＤ２,ＲＯＭＩＤ３から信号[Ｌ]または[Ｈ]が出
力されるようになっている。識別情報切換部６４は、画像制御基板４４の電源回路５７に
直接接続されており、該画像制御基板４４への電力供給と略同時に識別情報切換部６４に
電力が供給されるようになっている。また、前記第１～第３識別線ＲＯＭＩＤ１,ＲＯＭ
ＩＤ２,ＲＯＭＩＤ３は、画像ＣＰＵ５３に電気的に接続されており、識別情報切換部６
４に電力供給されると、識別情報切換部６４は、識別情報を画像ＣＰＵ５３に出力するよ
う構成される。
【００４５】
　例えば、図１６(ａ)に示すように、識別情報[０１１]の液晶表示装置３０ｄの場合、第
１スライドスイッチＳＷ１、第２スライドスイッチＳＷ２、第３スライドスイッチＳＷ３
は、[Ｈ]、[Ｈ]、[Ｌ]に夫々切り換えられて、識別情報切換部６４への電力供給時に該識
別情報切換部６４から識別情報[０１１]が画像ＣＰＵ５３に出力されるようになっている
。また、識別情報[０１１]の液晶表示装置３０ｄから識別情報[１１０]の液晶表示装置３
０ｇに交換された場合には、第１スライドスイッチＳＷ１を[Ｈ]→[Ｌ]、第３スライドス
イッチＳＷ３を[Ｌ]→[Ｈ]に夫々切り換えることで、識別情報切換部６４から識別情報[
１１０]が画像ＣＰＵ５３に出力される。なお、この場合、第２スライドスイッチＳＷ２
については、[Ｈ]の位置のままでよい。
【００４６】
　このように実施例２に係るパチンコ機では、識別情報切換部６４の各スライドスイッチ
ＳＷ１,ＳＷ２,ＳＷ３を切り換えることで、液晶表示装置３０の識別情報を特定し得るの
で、液晶表示装置３０の交換時における作業負担を軽減することができる。なお、識別情
報切換部６４から識別情報を取得した画像ＣＰＵ５３は、実施例１と同様に、識別情報に
対応する遅延時間を画像制御ＲＯＭ５９から読み出して(図１３のステップＳ５)、該遅延
時間をタイマー６２に設定する(ステップＳ６)。そして、タイマー６２が遅延時間を計時
すると(ステップＳ７のＹｅｓ)、画像ＣＰＵ５３が切換信号を電源切換部５０に出力して
(ステップＳ８)、液晶表示装置３０に電力が供給される(ステップＳ９,Ｓ１０)。初期設
定時間経過後、画像ＣＰＵ５３が安定化信号を出力して(ステップＳ１１)、液晶表示装置
３０は、安定化信号受信時間内に安定化信号を受信する。これにより、液晶表示装置３０
の表示システムが安定な状態となって、液晶表示装置３０での適正な画像演出が可能とな
る(ステップＳ１２)。
【実施例３】
【００４７】
　次に、実施例３に係るパチンコ機について説明する。実施例３においても、実施例１と
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相違する部分についてのみ説明し、実施例１と同一の部分については、同じ符号を付して
説明を省略する。図１７は、実施例３に係る表示制御装置６８および液晶表示装置６５の
制御構成を示すブロック図である。実施例３では、液晶表示装置６５のパネル基板６６に
パネルＲＯＭ６７が配設され、該パネルＲＯＭ６７に液晶表示装置６５の識別情報を判定
するために用いられる参照番号が記憶されている。図１８に示すように、実施例３では、
８種類の液晶表示装置６５ａ～６５ｈに対して、十進数の参照番号[１]～[８]が夫々割り
当てられている。すなわち、識別情報[０００]～[１１１]に対して、参照番号[１]～[８]
が夫々対応している。なお、各液晶表示装置６５ａ～６５ｈにおける安定化信号受信時間
や遅延時間は、実施例１の場合と同じに設定してある。図１７に示すように、パネルＲＯ
Ｍ６７は、画像制御基板６９の電源回路５７に直接接続されており、液晶表示装置６５の
駆動回路７４とは独立して電力供給されるようになっている。そして、画像制御基板６９
への電力供給と同時にパネルＲＯＭ６７に電力が供給されると、画像制御基板６９に配設
された識別情報判定部(判定手段)７０がパネルＲＯＭ６７の参照番号を読み出すようにな
っている。
【００４８】
　前記識別情報判定部７０は、前記パネルＲＯＭ６７から取得した参照番号に基づいて、
液晶表示装置６５の種別(識別情報)を自動的に判定するものである。また、識別情報判定
部７０は、前記画像ＣＰＵ(設定部)５３に電気的に接続されており、判定した識別情報を
画像ＣＰＵ５３に出力するようになっている。図１９(ａ),(ｂ)に示すように、識別情報
判定部７０は、前記液晶表示装置６５の参照番号を格納する参照番号格納部７１と、液晶
表示装置６５の種別を判定する際に比較される期待値を格納する期待値格納部７２と、参
照番号および期待値を比較演算する演算部７３とから基本的に構成される。期待値格納部
７２には、前記画像制御基板６９に電力供給された際に番号[１]が格納されるようになっ
ている。前記演算部７３は、期待値格納部７２に格納された期待値と参照番号格納部７１
に格納された参照番号とを比較し、期待値と参照番号とが一致しない場合に、期待値に[
１]を加えた値を新たな期待値として期待値格納部７２に格納するようになっている。ま
た、演算部７３は、期待値格納部７２に格納された期待値と参照番号格納部７１に格納さ
れた参照番号とを比較し、期待値と参照番号とが一致した場合に、当該期待値の値が液晶
表示装置６５の参照番号であると認定するよう構成される。すなわち、演算部７３は、期
待値と参照番号とが一致するまで期待値の値を加算し続けるようになっている。更に、演
算部７３は、認定した参照番号から液晶表示装置６５の識別情報を判定して、前記画像Ｃ
ＰＵ５３に識別情報を出力するよう設定されている。そして、画像ＣＰＵ５３は、判定さ
れた識別情報に基づいて実施例１と同様な手順で遅延時間の設定を行う。
【００４９】
〔識別情報の判定方法について〕
　次に、実施例３に係るパチンコ機における識別情報の判定方法について説明する。例え
ば、図１７に示すように、識別情報[０１１](参照番号[４])の液晶表示装置６５ｄがセッ
トされているものとする。図２０のフローチャートに示すように、画像制御基板６９への
電力供給が行われると(ステップＳ２５)、電源回路５７からパネルＲＯＭ６７に直接電力
が供給される(ステップＳ２６)。パネルＲＯＭ６７に電力供給されると、識別情報判定部
７０は、パネルＲＯＭ６７に記憶された参照番号[４]を読み出して(ステップＳ２７)、前
記参照番号格納部７１に参照番号[４]を格納する(ステップＳ２８)。また、識別情報判定
部７０は、期待値格納部７２に期待値[１]を格納する(ステップＳ２９)。そして、演算部
７３は、参照番号格納部７１の参照番号[４]と期待値格納部７２の期待値[１]とを比較す
る(ステップＳ３０)。参照番号[４]と期待値[１]とは一致しないので(ステップＳ３０の
Ｎｏ)、演算部７３は、現在の期待値[１]に１を加えた値[２]を新たな期待値として期待
値格納部７２に格納する(ステップＳ３１)。
【００５０】
　次いで、前記演算部７３は、参照番号[４]と期待値[２]とを比較する(ステップＳ３０)
。この場合においても、参照番号[４]と期待値[２]とが一致しないことから(ステップＳ
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３０のＮｏ)、演算部７３は、再び、期待値格納部７２の期待値[２]に１を加えた[３]を
新たな期待値とする(ステップＳ３１)。このように、演算部７３は、期待値と参照番号と
が一致するまで期待値を加算し続ける。そして、期待値が[４]になったときに、当該期待
値[４]は参照番号[４]に一致するので(ステップＳ３０のＹｅｓ)、演算部７３は、参照番
号が現在の期待値の[４]であると認定する(ステップＳ３２)。次に、演算部７３は、認定
された参照番号[４]から液晶表示装置６５ｄの識別情報が[０１１]であると判定する(ス
テップＳ３３)。液晶表示装置６５ｄの識別情報[０１１]が判定されると、演算部７３は
、当該識別情報[０１１]を画像ＣＰＵ５３に出力する(ステップＳ３４)。
【００５１】
　なお、識別情報判定部７０から識別情報[０１１]を取得した画像ＣＰＵ５３は、実施例
１と同様に、遅延時間の設定を行う。すなわち、図１３に示すように、画像ＣＰＵ５３は
、識別情報に対応する遅延時間[０１１]を画像制御ＲＯＭ５９から読み出して(ステップ
Ｓ５)、該遅延時間[０１１]をタイマー６２に設定する(ステップＳ６)。そして、画像Ｃ
ＰＵ５３は、タイマー６２が遅延時間を計時すると(ステップＳ７のＹｅｓ)、画像ＣＰＵ
５３が切換信号を電源切換部５０に出力して(ステップＳ８)、液晶表示装置６５ｄの駆動
回路７４に電力を供給する(ステップＳ９,Ｓ１０)。初期設定時間経過後、画像ＣＰＵ５
３が安定化信号を出力して(ステップＳ１１)、液晶表示装置６５ｄは、安定化信号受信時
間内に安定化信号を受信して、液晶表示装置６５ｄが安定状態となる(ステップＳ１２)。
これにより、液晶表示装置６５ｄでの適正な画像演出が可能となる。
【００５２】
〔液晶表示装置が交換された場合について〕
　次に、識別情報[１１０](参照番号[７])の液晶表示装置６５ｇに交換された場合につい
て説明する。図２１のフローチャートに示すように、画像制御基板６９に電力供給される
と(ステップＳ３５)、電源回路５７からパネルＲＯＭ６７に電力が供給される(ステップ
Ｓ３６)。識別情報判定部７０は、パネルＲＯＭ６７から参照番号[７]を読み出して(ステ
ップＳ３７)、参照番号格納部７１に格納すると共に(ステップＳ３８)、期待値格納部７
２に期待値[１]を設定する(ステップＳ３９)。次に、演算部７３は、参照番号[７]と期待
値[１]とを比較して(ステップＳ４０)、両者が一致していないことから(ステップＳ４０
のＮｏ)、期待値を加算して[２]とする(ステップＳ４１)。そして、演算部７３は、参照
番号[７]と期待値[２]とを比較して(ステップＳ４０)、両者が一致していないことから更
に期待値を加算して[３]とする(ステップＳ４１)。このように、演算部７３は、参照番号
[７]に一致するまで期待値を加算し続け、該期待値が参照番号[７]に一致したときに(ス
テップＳ４０のＹｅｓ)、液晶表示装置６５ｇの参照番号が[７]であると認定する(ステッ
プＳ４２)。次に、演算部７３は、液晶表示装置６５ｇの識別情報が[１１０]であると判
定して(ステップＳ４３)、該識別情報[１１０]を画像ＣＰＵ５３に出力する(ステップＳ
４４)。
【００５３】
　このように、実施例３に係るパチンコ機によれば、識別情報判定部７０が液晶表示装置
６５の識別情報を自動的に判定するので、液晶表示装置６５の種別に応じた識別情報を正
確に把握し得る。従って、液晶表示装置６５の交換に伴う遅延時間の設定ミスを防止する
ことができ、液晶表示装置６５は、安定化信号受信時間内に安定化信号を確実に受けるこ
とができる。しかも、識別情報判定部７０が自動的に識別情報を判定することから、液晶
表示装置６５を交換する度に識別情報を特定する必要がなく、液晶表示装置６５の交換時
における作業負担を軽減することができる。
【００５４】
〔変更例〕
　なお、本発明に係る遊技機としては、前述した実施例１～３に限られるものではなく、
種々の変更が可能である。
(１) 実施例１～３では、液晶表示装置の種別に応じた遅延時間を画像制御ＲＯＭに予め
記憶させる構成とした。しかしながら、例えば、画像制御ＲＯＭに液晶表示装置の種別毎
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の安定化信号受信時間を記憶させ、画像ＣＰＵが該安定化信号受信時間に基づいて遅延時
間を算出する構成としてもよい。
(２) 実施例１～３では、遅延時間を図１０,図１８に示す如く設定したが、安定化信号受
信時間内に安定化信号を受信し得るのであれば、遅延時間は適宜変更可能である。
(３) 実施例２では、識別情報設定部としてスライドスイッチ式のディップスイッチを採
用したが、識別情報を設定し得るものであれば、他の方式(例えば、プッシュスイッチ式)
のディップスイッチを採用することも可能である。
(４) 実施例３では、期待値を最初に[１]に設定して、期待値および参照番号が一致する
まで期待値を１ずつ加算する構成としたが、例えば、期待値を最大値(実施例３では、[８
])に設定して、期待値および参照番号が一致するまで期待値を１ずつ減算するようにして
もよい。
(５) 実施例１～３では、８種類の液晶表示装置に対応し得る構成としたが、対応し得る
液晶表示装置の種類は、７以下であったり、９以上にすることも可能である。例えば、１
６種類の液晶表示装置に対応させる場合には、実施例１および２では、識別線を４本にし
て４ビット信号によって識別情報が特定される。また、実施例３では、参照番号を[１]～
[１６]まで設定される。
(６) 実施例１～３では、画像コントローラをインバータ装置のインバータ基板に配設し
た場合を例示したが、表示制御装置の画像制御基板に画像コントローラを配設してもよい
。この場合、インバータ装置を介することなく、表示制御装置(画像コントローラ)から液
晶表示装置に安定化信号を直接出力してもよい。
(７) 実施例１～３では、中枠を上下左右の枠部材で構成したが、中枠を一体物で構成し
てもよい。
【符号の説明】
【００５５】
　２６　電源装置(電力供給手段)
　３０　液晶表示装置(液晶表示手段)
　４５　表示制御装置(制御手段)
　５０　電源切換部(電源切換手段)
　５１　識別情報設定部(特定手段)
　５３　画像ＣＰＵ(設定手段)
　６４　識別情報切換部(特定手段)
　６５　液晶表示装置(液晶表示手段)
　６８　表示制御装置(制御手段)
　７０　識別情報判定部(判定手段)
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